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大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員　

本
市
に
お
け
る
今
後
５
年
間
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
事
業
費
は
、

再
開
発
事
業
に
１
６
０
億
円
、
耐
震
化

事
業
に
３
３
億
円
な
ど
各
事
業
合
計
で

約
２
７
０
億
円
と
聞
く
。

　

財
政
の
豊
か
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
、

ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
、
次
の
世
代
に

決
め
て
も
ら
う
べ
き
で
は
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
大
規
模
事
業
費
を
圧
縮
す

る
な
ど
再
検
討
す
る
考
え
は
。

財
務
部
長　

大
規
模
事
業
費
は
、
経
済

の
動
き
な
ど
を
考
え
、
一
部
縮
小
し
た

中
で
計
算
を
し
て
お
り
、
実
施
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
、
基
金
計
画
等
を
策
定
し

て
い
る
。
今
後
も
、
市
が
意
思
決
定
し

た
事
業
は
、
で
き
る
限
り
実
施
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

ご
み
収
集
方
法
の
見
直
し

委
員　

今
定
例
会
で
、﹁
ご
み
収
集
シ
ス

テ
ム
の
検
討
に
当
た
り
、
十
分
な
市
民

参
加
を
求
め
る
陳
情
﹂
が
採
択
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
見
直
し
に
関
し
て
、
市
民

参
加
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
聞
き

た
い
。

環
境
安
全
部
長　

現
行
の
ご
み
収
集
方

法
に
お
い
て
も
、
ご
み
の
減
量
や
分
別

の
徹
底
を
図
る
こ
と
は
、
最
優
先
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
か
ら
平
成
20
年
５
月
に
出
さ
れ
る
答

申
等
を
多
角
的
に
検
討
し
、
更
に
６
月

ご
ろ
か
ら
各
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
意
見

交
換
会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
市
民

意
見
の
集
約
を
図
り
な
が
ら
、
市
の
考

え
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

再

開

発

事

業

委
員　

本
市
が
進
め
て
い
る
府
中
駅
南

口
Ａ
地
区
再
開
発
事
業
で
は
、
再
開
発

ビ
ル
の
保
留
床
を
取
得
す
る
予
定
と
聞

く
が
、
取
得
に
は
大
き
な
財
政
負
担
が

生
じ
る
た
め
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

し
っ
か
り
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
保
留
床
取
得
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

地
区
整
備
推
進
本
部
長　

保
留
床
の
取

得
は
、
同
再
開
発
事
業
が
、
府
中
駅
周

辺
で
の
最
後
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
ま
た
、
公
共
側
に
取
得
す
る
優

先
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
を
見
据

え
た
中
で
、
将
来
の
市
民
ニ
ー
ズ
や
同

駅
周
辺
の
公
共
公
益
施
設
の
再
編
成
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

低

所

得

者

対

策

委
員　

現
在
、
働
い
て
も
収
入
が
生
活

保
護
基
準
以
下
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
そ
の
状
況

に
対
す
る
認
識
と
取
組
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

生
活
保
護
基
準
以
下

の
生
活
者
の
う
ち
、
実
際
の
保
護
受
給

者
の
割
合
は
20
％
弱
と
言
わ
れ
て
お
り
、

本
市
の
受
給
者
数
が
約
３
６
０
０
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
相
当
数

の
低
所
得
者
が
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

取
組
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
等
の
保
険
料
の
軽
減
策
を

は
じ
め
、
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
等
を
既
存
事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施

し
、
低
所
得
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

委
員　

平
成
20
年
度
か
ら
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
が
全
小
学
校
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
準
備
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
施
に
当
た
り
、
問
題
点
や

課
題
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

同
事
業
を
委
託
す

る
団
体
の
選
定
も
済
み
、
事
務
打
合
せ

や
学
校
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
全
体

的
に
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　

課
題
は
、
事
業
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

委
託
す
る
団
体
と
共
通
の
理
解
を
持
つ

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
理

解
や
協
力
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
実
行

委
員
会
の
組
織
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

委
員　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
の
後
期
計
画
策
定
に
当
た
り
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た

い
。
ま
た
、
同
計
画
に
中
高
生
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
聞
き
た
い
。

子
育
て
支
援
課
長　

同
計
画
の
協

議
会
に
て
、
平
成
20
年
6
月
ご
ろ

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ま
で
、
後
期
計
画
に
向
け
て
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
、
そ
の
結
果
と

国
か
ら
の
通
知
な
ど
を
踏
ま
え
て

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
決
め
、
調
査

を
実
施
し
た
い
。

　

そ
の
後
、
年
内
に
は
調
査
を
終

え
、
来
年
度
に
は
調
査
の
分
析
、

事
業
計
画
等
の
策
定
に
入
り
た
い
。

　

中
高
生
の
意
見
は
、
小
学
生
ま

で
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
、
次
回
か
ら
中
高

生
を
含
め
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
20
年

度
か
ら
市
内
の
小

中
学
校
で
体
力
テ

ス
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
実
施
方
法
と

内
容
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
体
力
テ

ス
ト
の
デ
ー
タ
処

理
を
業
者
委
託
す

る
自
治
体
も
多
い

が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

統
括
指
導
主
事　

体
力
テ
ス
ト
は
、

子
供
た
ち
の
体
力
や
運
動
能
力
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
体
力
の
維

持
や
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

時
期
は
様
々
だ
が
、
全
小
中
学
校

で
年
１
回
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

内
容
は
、
筋
力
や
持
久
力
等
を
測

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

指
導
室
長
補
佐　

デ
ー
タ
処
理
等

は
、業
者
委
託
の
予
定
だ
が
、個
人

情
報
の
漏
え
い
等
が
な
い
よ
う
、

十
分
配
慮
し
て
い
く
。

小中学校の体力テスト

 そ の 内 容 は

委
員　

本
市
の
学

校
給
食
は
、
40
年

以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
市
で
は
安
全

で
お
い
し
い
給
食

を
第
一
の
目
標
に
、

日
々
努
力
を
し
て

い
る
と
認

識
し
て
い

る
。
そ
こ

で
、
学
校
給
食
の
維
持
・

管
理
に
対
す
る
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

学
務
保
健
課
長　

本
市
の

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

担
当
す
る
各
職
員
が
子
供

た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
安
全
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

努
力
を
重
ね
て
い
る
。
平

成
19
年
12
月
に
は
、
東
京

都
健
康
づ
く
り
優
秀
共
同

安全でおいしい給食

　維持・管理の考えは

調
理
場
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
都
全
体
か
ら
評
価
を
さ
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

本
市
の
学
校
給
食
を
よ
り
良
い
も

の
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

委
員　

本
市
は
、
平
成
20
年
１
月

か
ら
景
観
行
政
団
体
と
な
っ
た
が
、

商
店
街
や
歩
道
に
出
て
い
る
看
板

等
へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
景
観
に
関
し
て
協
力
を

し
た
人
に
対
し
、
何
ら
か
の
取
組

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
次
長　

看
板
等
の
広

景
観
行
政
団
体
と
し
て

　

屋
外
広
告
物
へ
の
対
応
は

告
物
は
、
都
の
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
方

針
や
建
築
物
の
色
彩
の
基
準
な
ど

と
あ
わ
せ
、
広
告
物
の
表
示
方
法

の
基
準
等
に
つ
い
て
も
明
確
に
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

景
観
に
配
慮
し
た
事
業
者
に
対

し
て
は
、
景
観
賞
の
表
彰
を
す
る

こ
と
や
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
な
ど
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

本
市
で
は
、
高
齢
者
や
子

育
て
世
帯
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会

的
弱
者
へ
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
う
緊
急
対
策
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
予
定
と
聞
く
。

　

同
事
業
は
、
先
進
的
な
取
組
だ

と
思
う
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
次
長　

75
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
や
75
歳
以
上

で
構
成
す
る
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
、
介
護
保

険
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
例

え
ば
庭
の
片
付
け
や
散
歩
な
ど
の

支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
時
間

は
30
分
か
ら
最
大
１
・
５
時
間
を

想
定
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

 

そ

の

概

要

は

平成20年度各会計別予算

区　　　　分 平成 20年度 平成 19 年度 伸率（％）

一 　 般 　 会 　 計  835億  801億1000万円 4.2

特
　

別
　

会
　

計

国 民 健 康 保 険  216億1998万8千円  223億9244万6千円  △3.4

後 期 高 齢 者 医 療 　 32億5505万4千円 −− −−

老 人 保 健 医 療    13億2629万1千円  137億7919万円 △90.4

介 護 保 険 　105億9423万6千円    98億8052万2千円 7.2

競 走 事 業 1102億5500万9千円   902億2646万5千円 22.2

公 共 用 地 　15億2067万円    15億1298万6千円 0.5

下 水 道 事 業 　 39億5518万9千円    43億   75万5千円 △8.0

受 託 水 道 事 業 　 10億7170万円    13億8680万円 △22.7

火 災 共 済 事 業 　　　   962万8千円          1003万円  △4.0

計 1536億  776万5千円 1434億8919万4千円 7.1

合　　　　　　　　計 2371億  776万5千円 2235億9919万4千円 6.0

８
３
５
億
円

歳

入

歳

出

平成20年度一般会計予算款（科目）別内訳

民生費民生費

341341億9494万6千円千円

（40.840.8％）％）

衛生費衛生費
8383億　　億　　

29342934万2千円千円    　
（10.010.0％）％） 　　　　

土木費土木費
9494億69516951万2千円　千円　

（11.311.3％）　　　％）　　　
公債費公債費
4848億    

20632063万6千円　千円　
（5.85.8％）　％）　

その他その他      　
4545億 　    

　　　　60426042万2千円千円
（5.55.5％）　％）　

総務費総務費
103103億37953795万5千円千円
（12.412.4％）％）

市　税市　税

500500億17161716万9千円千円

（59.959.9％）％）

国・都支出金国・都支出金
148148億67406740万5千円千円
　　　（　　　（17.817.8％）％）

民生費

341億94万6千円

（40.8％）

衛生費
83億　　

2934万2千円  　
（10.0％） 　　

土木費
94億6951万2千円　

（11.3％）　　　
公債費
48億  

2063万6千円　
（5.8％）　

その他   　
45億 　  

　　6042万2千円
（5.5％）　

教育費教育費
118118億81188118万7千円千円
（14.214.2％）％）

教育費
118億8118万7千円
（14.2％）

総務費
103億3795万5千円
（12.4％）

市　税

500億1716万9千円

（59.9％）

国・都支出金
148億6740万5千円
　　　（17.8％）

市債市債
 29 29億30003000万円万円
　　（　　（3.53.5％）％）

市債
 29億3000万円
　　（3.5％）

その他その他

156156億85428542万

 6 6千円千円

（18.818.8％）％）

その他

156億8542万

 6千円

（18.8％）

かん

　　▲笑顔がいっぱい　おいしい給食


